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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の液晶パネルの一辺と第２の液晶パネルの一辺とが近接するように、前記第１の液
晶パネルと前記第２の液晶パネルとを配置し、前記第１の液晶パネルと前記第２の液晶パ
ネルとが向き合うように開閉するための開閉軸を有する液晶表示装置であって、前記第１
の液晶パネルおよび前記第２の液晶パネルにおけるそれぞれの優先視野角方向は、前記開
閉軸側にある前記第１の液晶パネルと前記第２の液晶パネルの一辺側から、対向する一辺
側へと向かう方向であり、かつ前記第１の液晶パネルの優先視野角方向と前記第２の液晶
パネルの優先視野角方向とは、前記開閉軸を対称軸として対称な方向にあることを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項２】
　前記開閉軸の方向と、前記優先視野角方向とのなす角度は、略４５°から９０°の間に
設定することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１の液晶パネルは、前記開閉軸に対して右側に配置し、前記第２の液晶パネルは
、前記開閉軸に対して左側に配置し、前記第１の液晶パネルの優先視野角方向は、時計の
文字板における３時方向に設定し、前記第２の液晶パネルの優先視野角方向は、９時方向
に設定してあることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１の液晶パネルは、前記開閉軸に対して右側に配置し、前記第２の液晶パネルは
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、前記開閉軸に対して左側に配置し、前記第１の液晶パネルの優先視野角方向は、時計の
文字板における４時３０分方向に設定し、前記第２の液晶パネルの優先視野角方向は、７
時３０分方向に設定してあることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１の液晶パネルは、前記開閉軸に対して上側に配置し、前記第２の液晶パネルは
、前記開閉軸に対して下側に配置し、前記第１の液晶パネルの優先視野角方向は、時計の
文字板における１２時方向に設定し、前記第２の液晶パネルの優先視野角方向は、６時方
向に設定してあることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶表示装置の構成に関し、特に携帯型情報処理装置に用いる２枚の液晶パネル
を用いた液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
携帯電話の普及や、個人用情報機器（ＰＤＡ機器）の普及に伴って、携帯型情報処理装置
が大量に出回ってきている。そして、これらの携帯型情報処理装置では、小型化、軽量化
が進む一方で、高機能化、カラー表示化が求められている。そのため、液晶表示装置に対
しても、小型軽量化と高密度大画面化という相反する要求がでてきている。
【０００３】
従来、液晶表示装置は、１枚の液晶パネルで構成してあるので、高密度大画面表示を行う
と、どうしても液晶表示装置の外形が大きくなり、そのために、情報処理装置も大きくな
り、携帯性が悪くなってしまっていた。そこで、携帯型情報処理装置用の液晶表示装置と
しては、小型の液晶パネルを用いざるを得ず、表示容量が少ないので、何回も画面を切り
替えて表示している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
そこで、２枚の液晶パネルを用い、１枚の液晶パネルは情報処理装置本体に備え、もう１
枚の液晶パネルを情報処理装置に設けた開閉する蓋に備えた携帯型情報処理装置が提案さ
れており、例えば、特開平１１－２４９５９６号公報や特開平１１－１６７３５４号公報
に開示されている。このように、２枚の液晶パネルを備えることで、未使用時は蓋を閉じ
て、小型でありながら、使用時には蓋を開いて、２枚の液晶パネルを同時に表示させるこ
とで、大画面表示が可能となる。
【０００５】
通常、このような２枚の液晶パネルを備えた液晶表示装置では、同一構成の液晶パネルを
それぞれ用いるので、各液晶パネルの優先視野角方向は同一方向となる。従来例について
図４を用いて説明する。図４は、従来の液晶表示装置構成を示す模式図である。
【０００６】
従来の液晶表示装置は、第１の液晶パネル４７と第２の液晶パネル４８で構成し、開閉軸
４０で折りたたむことが可能である。第１の液晶パネル４７は、接続部３２に走査信号用
の駆動ＩＣ３０と、接続部３３にデータ信号用駆動ＩＣ３１と、フレキシブル基板３５と
を接続する。第２の液晶パネル４８も同様に、フレキシブル基板と駆動用ＩＣが接続して
ある。
【０００７】
第１の液晶パネルの有効表示部３４における優先視野角方向２１と、第２液晶パネルの有
効表示部４８の優先視野角方向２２は、どちらも時計の６時における短針方向（以後、６
時方向と称する。）である。優先視野角方向は、液晶パネルのラビング方向と構成部材の
配置関係で決定する。優先視野角方向、つまり矢印の先の方向から視認者が液晶表示装置
を見ると、色調の変化は少なく、僅かにコントラストが低下する。一方、優先視野角方向
と１８０゜反対となる１２時方向では、色調が白くなり、コントラストは急激に低下する
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。
【０００８】
液晶パネルの視野角特性は、左右対称ではないので、右方向から見た場合と左方向から見
た場合で、コントラストや色調が異なる。この従来例では、ＳＴＮ（スーパーツイストネ
マチック）液晶を用いたので、３時方向に傾けると茶色を帯び、９時方向に傾けると緑を
帯びる。そして、２つの液晶パネルを完全に開かず、開閉軸４０を奥側に配置し、Ｖ字型
に開いた場合、第１の液晶パネル４７は３時方向から見ることになり、茶色を帯びる。一
方、第２の液晶パネル４８は９時方向から見ることになり、緑を帯びてしまう。つまり、
２枚の液晶パネルの色調が異なるので、連続性が減少し、見づらい表示となってしまう欠
点がある。
【０００９】
本発明の目的は、前記従来技術の課題を解決し、２枚の液晶パネルを完全に開かず、Ｖ時
型に開いた状態でも、２枚の液晶パネルの色調やコントラストが同じであり、連続した表
示でも見やすい表示が得られ、携帯時は折りたたんで外形を小さくでき、使用時は広げて
大画面表示が可能な液晶表示装置を提供することである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　第１の液晶パネルの一辺と第２の液晶パネルの一辺とが近接するように、第１の液晶パ
ネルと第２の液晶パネルとを配置し、第１の液晶パネルと第２の液晶パネルとが向き合う
ように開閉するための開閉軸を有しており、第１の液晶パネルおよび第２の液晶パネルに
おけるそれぞれの優先視野角方向は、開閉軸側にある第１と第２の液晶パネルの一辺側か
ら、対向する一辺側へと向かう方向であり、かつ第１の液晶パネルの優先視野角方向と第
２の液晶パネルの優先視野角方向とは、開閉軸を対称軸として対称な方向にあることを特
徴としている。また、開閉軸の方向と、優先視野角方向とのなす角度は、略４５°から９
０°の間に設定することを特徴とする。さらに、第１の液晶パネルは、開閉軸に対して右
側に配置し、第２の液晶パネルは、開閉軸に対して左側に配置し、第１の液晶パネルの優
先視野角方向は、時計の文字板における３時方向に設定し、第２の液晶パネルの優先視野
角方向は、９時方向に設定してあることを特徴とする。あるいは、第１の液晶パネルの優
先視野角方向は、時計の文字板における４時３０分方向に設定し、第２の液晶パネルの優
先視野角方向は、７時３０分方向に設定してあることを特徴とする。または、第１の液晶
パネルは、開閉軸に対して上側に配置し、第２の液晶パネルは、開閉軸に対して下側に配
置し、第１の液晶パネルの優先視野角方向は、時計の文字板における１２時方向に設定し
、第２の液晶パネルの優先視野角方向は、６時方向に設定してあることを特徴とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、図面を用いて本発明を実施するための最良な形態における液晶表示装置の構成と作
用を説明する。図１、図２、図３は本発明の液晶表示装置の構成を説明するための模式図
である。
【００１２】
本発明の液晶表示装置は、第１の液晶パネルの一辺と第２の液晶パネルの一辺とが近接す
るように、第１の液晶パネルと第２の液晶パネルとが接続されており、かつ接続部を開閉
軸として、第１と第２の液晶パネルが向き合うように開閉できるような機構を有している
。ここで、第１の液晶パネルと第２の液晶パネルの構成を図１に示す。
【００１３】
図１に示すように、第１の液晶パネル４１と、第１の液晶パネルに接続するフレキシブル
基板３５と、第２の液晶パネル４２と、第２の液晶パネルに接続するフレキシブル基板３
９とから構成されている。第１の液晶パネル４１は上側に信号電極駆動用ＩＣ３１を備え
、第１の液晶パネル４１の信号電極（図示せず）に電圧を印加している。第２の液晶パネ
ル４２は上側に信号電極駆動用ＩＣ３１を備え、第２の液晶パネル４２の信号電極（図示
せず）に電圧を印加している。
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【００１４】
第１の液晶パネル４１の右側に、つまり液晶パネル同士が接続されている一辺に対向する
一辺側に、走査電極駆動用ＩＣ３０を備えており、この走査電極駆動用ＩＣ３０からの信
号を、第１の液晶パネル４１の走査電極（図示せず）に印加している。第２の液晶パネル
４２の左側に、つまり液晶パネル同士が接続されている一辺に対向する一辺側にも、走査
電極駆動用ＩＣ３０を備えており、この走査電極駆動用ＩＣ３０からの信号を、第２の液
晶パネル４２の走査電極（図示せず）に印加している。
【００１５】
そして、第１の液晶パネル４１の優先視野角方向２１は３時方向にしてあり、第２の液晶
パネル４２の優先視野角方向２２は９時方向にしてある。つまり、優先視野角方向は開閉
軸側にある液晶パネルの一辺側から、対向する一辺側へと向かう方向に設定してあり、こ
こでは開閉軸方向と直角の方向としている。そして、２の液晶パネルは、開閉軸４０を中
心に折りたたむことが可能である。２枚の液晶パネルを完全に開かず、Ｖ字型にした場合
、第１の液晶パネル４１は３時方向から見ることになり、つまり、第１の液晶パネル４１
の優先視野角方向から見ることになり、ほとんど色変化は発生せず、僅かにコントラスト
が減少する。
【００１６】
一方、第２の液晶パネル４２は９時方向から見ることになり、つまり、第２の液晶パネル
４２の優先視野角方向から見ることになり、やはり、ほとんど色変化は発生せず、僅かに
コントラストが減少する。そのために、２枚の液晶パネルの表示色やコントラストはほと
んど同一であり、連続した表示でも見やすくなる。
【００１７】
次に、他の第１の液晶パネルと第２の液晶パネルの構成を図２に示す。図２に示すように
、第１の液晶パネル４３と、フレキシブル基板３５と、第２の液晶パネル４４と、フレキ
シブル基板３９とから構成されている。そして、第１の液晶パネル４３の優先視野角方向
２１は４時３０分方向にしてあり、第２の液晶パネル４４の優先視野角方向２２は７時３
０分方向にしてある。つまり、優先視野角方向は開閉軸にある液晶パネルの一辺側から、
対向する一辺側へと向かう方向に設定してあり、ここでは開閉軸方向とのなす角度を４５
゜となるように設定している。
【００１８】
そして、２つの液晶パネルを完全に開かず、Ｖ字型にした場合、第１の液晶パネル４３は
３時方向から見ることになり、つまり、第１の液晶パネル４３の優先視野角方向から４５
゜右に傾けた方向から見ることになり、僅かに色調は茶色に変化する。一方、第２の液晶
パネル４４は、９時方向から見ることになり、つまり、第２の液晶パネル４４の優先視野
角方向から４５゜左に傾けた方向から見ることになり、僅かに緑色を帯びる。しかし、図
４に示した従来例よりは、色変化が少なく、さらに、Ｖ字型に開いた２枚の液晶パネルを
少し前傾させて見る場合は、どちらの液晶パネルも、ほぼ優先視野角方向から見ることに
なり、ほとんど色変化がなくなり、連続した表示でも見やすくなる。
【００１９】
次に、他の第１の液晶パネルと第２の液晶パネルの構成を図３に示す。２枚の液晶パネル
を上下に配置してあり、第１の液晶パネル４５を上側に配置し、第２の液晶パネル４６を
下側に配置し、開閉軸４０は水平である。そして、第１の液晶パネル４５の優先視野角方
向２１は１２時方向にしてあり、第２の液晶パネル４６の優先視野角方向２２は６時方向
にしてある。つまり、開閉軸にある液晶パネルの一辺側から、対向する一辺側方向に設定
してあり、ここでは開閉軸方向と直角の方向としている。
【００２０】
そして、２つの液晶パネルを完全に開かず、くの字型にした場合、第１の液晶パネル４５
は１２時方向から見ることになり、第２の液晶パネル４６は６時方向から見ることになり
、どちらの液晶パネルも優先視野角方向から見ることになり、２枚の液晶パネルの表示色
やコントラストはほとんど同一であり、連続した表示でも見やすくなる。
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【００２１】
図１から図３に示したように、第１の液晶パネルと第２の液晶パネルとの、２枚の液晶パ
ネルを用い、かつ、第１の液晶パネルおよび第２の液晶パネルにおけるそれぞれの優先視
野角方向は、開閉軸を対称軸として対称な方向に設けることにより、２枚の液晶パネルを
完全に開かず、Ｖ時型に開いた状態でも、２枚の液晶パネルの色調やコントラストが同じ
であり、連続した表示でも見やすい表示が得られ、携帯時は折りたたんで外形を小さくで
き、使用時は広げて大画面表示が可能な液晶表示装置を提供することができる。
【００２２】
【実施例】
（実施例１：図１，図５，図７）
以下、本発明の液晶表示装置の実施例を用いて、本発明の構成と効果を説明する。まずは
じめに、本発明の実施例１における液晶表示装置の構成を、図面を用いて説明する。図１
は、本発明の液晶パネルの構成を説明するための模式図で、図５は本発明の実施例１にお
ける液晶表示装置の構成要素を説明するための断面図で、図７は本発明の実施例１におけ
る液晶表示装置の構成部材の配置関係を示す平面図である。
【００２３】
本発明の液晶表示装置は第１の液晶パネルの一辺と第２の液晶パネルの一辺とが近接する
ように、第１の液晶パネル４１と第２の液晶パネル４２とが接続されており、かつ接続部
を開閉軸４０として、第１と第２の液晶パネルが向き合うように開閉できるような機構を
有している。
【００２４】
それぞれの液晶パネルには通常の一般的な液晶パネルを使用することができる。本実施例
では位相差板を用いたＳＴＮモードの反射型の液晶パネルを使用した。図５を用いて、本
実施例で使用した、第１の液晶パネルの構成を説明する。液晶素子１９と、液晶素子１９
の外側に設けた位相差板１３と上偏光板１１と、液晶素子１９の下側に設けた下偏光板１
５と反射板１７により構成され、反射型の液晶パネルとなっている。液晶素子１９は、透
明電極材料であるＩＴＯからなる走査電極３が形成されている、厚さ０．５ｍｍのガラス
板からなる第１の基板１と、ＩＴＯからなる信号電極４が形成されている厚さ０．５ｍｍ
のガラス板からなる第２の基板２と、第１の基板１と第２の基板２を張り合わせるシール
材５と、第１の基板１と第２の基板２に狭持され、左回り２４０゜ツイスト配向している
ネマチック液晶６とから形成している。
【００２５】
図５に示した走査電極３は、シール材５の下を通り、液晶パネルの一辺側の接続部３２ま
で引き出され、走査電極駆動用ＩＣ３０と接続する。図５には示していないが、信号電極
４も同様に、液晶パネルの一辺側の接続部３３まで引き出され、信号電極駆動ＩＣ３１と
接続する。
【００２６】
第２の液晶パネルも、走査電極駆動用ＩＣとの接続部の位置が異なる以外は、第１の液晶
パネルと同一構成の液晶パネルを用いることができるので、構成の説明は省略する。
【００２７】
第１の液晶パネル４１と第２の液晶パネル４２の構成を図１に示す。図１に示すように、
第１の液晶パネル４１と、第１の液晶パネルに接続するフレキシブル基板３５と、第２の
液晶パネル４２と、第２の液晶パネルに接続するフレキシブル基板３９とから構成されて
いる。第１の液晶パネル４１における上部の接続部３３に信号電極駆動用ＩＣ３１を備え
、第１の液晶パネル４１の信号電極に電圧を印加している。第１の液晶パネルにおける右
側の接続部３２には、走査電極駆動用ＩＣ３０を備え、この走査電極駆動用ＩＣ３０から
の信号を、第１の液晶パネル４１の走査電極へ印加している。
【００２８】
第２の液晶パネル４２も同様に、上部の接続部３７に信号電極駆動用ＩＣ３１と、左側の
接続部３６に走査電極駆動用ＩＣ３０を備えている。表示の連続性を改善するために、第
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１の液晶パネルの有効表示部３４と第２の液晶パネルの有効表示部３８は、開閉軸４０側
へ片寄せて設けてある。
【００２９】
そして、第１の液晶パネル４１の優先視野角方向２１は３時方向に設定してあり、第２の
液晶パネル４２の優先視野角方向２２は９時方向にしてある。つまり、開閉軸４０を対称
軸として、１８０゜逆方向に２つの液晶パネルの優先視野角方向を設けてある。よって、
図１に示すように、第１の液晶パネル４１および第２の液晶パネル４２におけるそれぞれ
の優先視野角方向は、開閉軸４０側にある第１と第２の液晶パネルの一辺側から、対向す
る一辺側へと向かう方向であり、かつ第１の液晶パネル４３の優先視野角方向２１と第２
の液晶パネル４４の優先視野角方向２２とは、開閉軸を対称軸として対称な方向にある。
優先方向を第１の液晶パネルと第２の液晶パネルで違う方向にするために、液晶パネルの
ラビング方向と、構成部材の配置角度が異なっている。この配置関係について図７を用い
て説明する。
【００３０】
第１の液晶パネル４１における各構成部材の配置関係を図７（ａ）に示す。水平軸Ｈを基
準にし、反時計回りを正の回転方向と定義する。第１の電極３と第２の電極４の表面には
配向膜（図示せず）が形成され、図７（ａ）に示すように、第１の基板１は、水平軸Ｈに
対して、反時計回り１２０゜方向にラビング処理することで、下液晶分子配向方向６ａは
＋１２０゜となり、矢印方向にチルト角が発生し、第２の基板２は反時計回り６０゜方向
にラビング処理することで上液晶分子配向方向６ｂは＋６０゜となり、矢印方向にチルト
角が発生する。
【００３１】
粘度２０ｃｐのネマチック液晶には、カイラル材と呼ぶ旋回性物質を添加し、ねじれピッ
チＰを１１μｍに調整し、液晶パネルに注入することで、左回りで２４０゜ツイストのＳ
ＴＮモードの液晶素子１９を形成する。使用するネマチック液晶６の複屈折差Δｎは０．
１３１で、第１の基板１と第２の基板２の隙間であるセルギャップｄは６．２μｍとする
。したがって、ネマチック液晶６の複屈折の差Δｎとセルギャップｄとの積で、液晶素子
１９の複屈折量Δｎｄ値は０．８１μｍとなる。
【００３２】
上偏光板１１の吸収軸１１ａは、水平軸Ｈを基準にして、－７２゜に配置する。位相差板
１３の遅相軸１３ａは水平軸Ｈを基準にして－２７゜に配置しており、下偏光板１５の吸
収軸１５ａは、水平軸Ｈを基準にして－２０゜に配置することで、優先視野角方向２１は
３時方向となる。よって、開閉軸４０方向と優先視野角方向２１とのなす角度は９０゜と
なっている。
【００３３】
第２の液晶パネル４２における各構成部材の配置関係を図７（ｂ）に示す。第１の基板１
は、水平軸Ｈに対して、時計回り６０゜にラビング処理することで、下液晶分子配向方向
６ａは－６０゜となり、矢印方向にチルト角が発生し、第２の基板２は時計回り１２０゜
方向にラビング処理することで上液晶分子配向方向６ｂは－１２０゜となり、矢印方向に
チルト角が発生する。
【００３４】
上偏光板１１の吸収軸１１ａは、水平軸Ｈを基準にして、－７２゜に配置し、位相差板１
３の遅相軸１３ａは水平軸Ｈを基準にして－２７゜に配置しており、下偏光板１５の吸収
軸１５ａは、水平軸Ｈを基準にして－２０゜に配置することで、優先視野角方向２２は９
時方向となる。よって、開閉軸４０方向と優先視野角方向２２とのなす角度は９０゜とな
っている。
【００３５】
次に、本実施例の効果について説明する。２つの液晶パネルを完全に開かず、開閉軸４０
を奥側に配置し、手前にＶ字型に開いた場合、図１から分かるように、第１の液晶パネル
４１は３時方向から見ることになり、つまり、第１の液晶パネル４１の優先視野角方向か
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ら見ることになり、ほとんど色変化は発生せず、僅かにコントラストが減少する。
【００３６】
一方、第２の液晶パネル４２は９時方向から見ることになり、つまり、第２の液晶パネル
４２の優先視野角方向から見ることになり、やはり、ほとんど色変化は発生せず、僅かに
コントラストが減少する。そのために、２枚の液晶パネルの表示色やコントラストはほと
んど同一であり、連続した表示でも見やすくなる。
【００３７】
また、２枚の液晶パネルを完全に開いた場合でも、第１の液晶パネル４１は正面から僅か
に９時方向に傾けた方向から見ることになり、優先視野角方法２１と逆方向となるが、角
度が小さいので、ほとんどコントラストは低下しない。また、第２の液晶パネル４２は正
面から僅かに３時方向に傾けた方向から見ることになり、優先視野角方法２２と逆方向と
なるが、第１の液晶パネルと同様なコントラストと色調となり、連続した表示でも見やす
くなる。
【００３８】
そして、携帯時は２枚の液晶パネルの中央にある開閉軸４０で折りたたむことで小型化を
はかり、使用時は広げることで大画面大容量表示が可能であり、かつ、完全に２枚の液晶
パネルを開かず、Ｖ字型に開いた時でも見やすい表示が可能な液晶表示装置を提供できる
。
【００３９】
（実施例２：図２，図６，図８）
次に、本発明における実施例２の液晶表示装置の構成について説明する。実施例２の液晶
表示装置は、液晶パネルがＴＮモードであること、優先視野角方向が４時３０分と７時３
０分であることが、実施例１と異なっている。
【００４０】
本発明の実施例２における液晶表示装置の構成を、図面を用いて説明する。図２は本発明
の実施例２の構成を説明するための模式図で、図６は本発明の実施例２における液晶表示
装置の構成要素を説明するための断面図で、図８は本発明の実施例２における液晶表示装
置の構成部材の配置関係を示す平面図である。
【００４１】
実施例２の液晶表示装置も、実施例１と同様に、第１の液晶パネル４３と第２の液晶パネ
ル４４とが接続されており、かつ接続部を開閉軸４０として、第１と第２の液晶パネルが
向き合うように開閉できるような機構を有している。
【００４２】
実施例２では、ＴＮモードの液晶パネルを用いた。図６を用いて、本実施例で使用した、
第１の液晶パネルの構成を説明する。液晶素子２０と、液晶素子２０の外側に設けた上偏
光板１１と、液晶素子２０の下側に設けた下偏光板１５と反射板１７により構成され、反
射型の液晶パネルとなっている。液晶素子２０は、透明電極材料であるＩＴＯからなる走
査電極３が形成されている、厚さ０．５ｍｍのガラス板からなる第１の基板１と、ＩＴＯ
からなる信号電極４が形成されている厚さ０．５ｍｍのガラス板からなる第２の基板２と
、第１の基板１と第２の基板２を張り合わせるシール材５と、第１の基板１と第２の基板
２に狭持され、左回り９０゜ツイスト配向しているネマチック液晶６とから形成している
。
【００４３】
図６に示した走査電極３は、シール材５の下を通り、液晶パネルの一辺側の接続部３２ま
で引き出され、走査電極駆動用ＩＣ３０と接続する。図６には示していないが、信号電極
４も同様に、液晶パネルの一辺側の接続部３３まで引き出され、信号電極駆動ＩＣ３１と
接続する。
【００４４】
第２の液晶パネルも、走査電極駆動用ＩＣとの接続部の位置が異なる以外は、第１の液晶
パネルと同一構成の液晶パネルを用いることができるので、構成の説明は省略する。表示



(8) JP 4522536 B2 2010.8.11

10

20

30

40

50

の連続性を改善するために、第１の液晶パネルの有効表示部３４と第２の液晶パネルの有
効表示部３８は、開閉軸４０側へ片寄せて設けてある。
【００４５】
そして、第１の液晶パネル４３の優先視野角方向２１は４時３０分方向に設定してあり、
第２の液晶パネル４４の優先視野角方向２２は７時３０分方向にしてある。つまり、開閉
軸４０方向とのなす角度をそれぞれ４５゜となるように、優先視野角方向を設けている。
よって、図２に示すように、第１の液晶パネル４３および第２の液晶パネル４４における
それぞれの優先視野角方向は、開閉軸４０側にある第１と第２の液晶パネルの一辺側から
、対向する一辺側へと向かう方向であり、かつ第１の液晶パネル４３の優先視野角方向２
１と第２の液晶パネル４４の優先視野角方向２２とは、開閉軸を対称軸として対称な方向
にある。優先視野角方向を第１の液晶パネルと第２の液晶パネルで違う方向にするために
、液晶パネルのラビング方向と、構成部材の配置角度が異なっている。この配置関係につ
いて図８を用いて説明する。
【００４６】
第１の液晶パネル４３における各構成部材の配置関係を図８（ａ）に示す。水平軸Ｈを基
準にし、反時計回りを正の回転方向と定義する。第１の電極３と第２の電極４の表面には
配向膜（図示せず）が形成され、図８（ａ）に示すように、第１の基板１は、水平軸Ｈの
方向にラビング処理することで、下液晶分子配向方向６ａは０゜となり、矢印方向にチル
ト角が発生し、第２の基板２は反時計回り９０゜方向にラビング処理することで上液晶分
子配向方向６ｂは＋９０゜となり、矢印方向にチルト角が発生する。
【００４７】
粘度２０ｃｐのネマチック液晶には、カイラル材と呼ぶ旋回性物質を添加し、ねじれピッ
チＰを１００μｍに調整し、液晶パネルに注入することで、左回りで９０゜ツイストのＴ
Ｎモードの液晶素子２０を形成する。使用するネマチック液晶６の複屈折差Δｎは０．１
５で、第１の基板１と第２の基板２の隙間であるセルギャップｄは７．３μｍとする。し
たがって、ネマチック液晶６の複屈折の差Δｎとセルギャップｄとの積で、液晶素子２０
の複屈折量Δｎｄ値は１．１μｍとなる。
【００４８】
上偏光板１１の吸収軸１１ａは、水平軸Ｈを基準にして、＋９０゜に配置し、下偏光板１
５の吸収軸１５ａは、水平軸Ｈを基準にして０゜に配置することで、優先視野角方向２１
は４時３０分方向となる。
【００４９】
第２の液晶パネル４４における各構成部材の配置関係を図８（ｂ）に示す。第１の基板１
は、水平軸Ｈに対して、時計回り９０゜にラビング処理することで、下液晶分子配向方向
６ａは－９０゜となり、矢印方向にチルト角が発生し、第２の基板２は水平軸Ｈと平行な
方向にラビング処理することで上液晶分子配向方向６ｂは０゜となり、矢印方向にチルト
角が発生する。
【００５０】
上偏光板１１の吸収軸１１ａは、水平軸Ｈを基準にして０゜に配置し、下偏光板１５の吸
収軸１５ａは、水平軸Ｈを基準にして９０゜に配置することで、優先視野角方向２２は７
時３０分方向となる。
【００５１】
次に、本実施例の効果について説明する。実施例２では、ＴＮモードを用いたので、実施
例１のＳＴＮモードとは異なり、優先視野角方向から±９０゜方向ではコントラストや色
調の変化は非常に少ない。２枚の液晶パネルを完全に開かず、開閉軸４０を奥側に配置し
、手前にＶ字型に開いた場合、図２から分かるように、第１の液晶パネル４３は３時方向
から見ることになり、つまり、第１の液晶パネル４３の優先視野角方向から反時計回りに
４５゜方向見ることになり、コントラストはあまり低下しない。
【００５２】
一方、第２の液晶パネル４４は９時方向から見ることになり、つまり、第２の液晶パネル
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４４の優先視野角方向から時計回りに４５゜方向から見ることになり、コントラストはあ
まり低下せず、そのために、２枚の液晶パネルを用いる連続した表示でも見やすくなる。
【００５３】
さらに、Ｖ字型に開いた２枚の液晶パネルを少し前傾させて見る場合は、どちらの液晶パ
ネルも、ほぼ優先視野角方向から見ることになり、ほとんど色変化がなくなり、連続した
表示でも見やすくなる。
【００５４】
また、２枚の液晶パネルを完全に開いた場合でも、第１の液晶パネル４３は正面から僅か
に９時方向に傾けた方向から見ることになり、優先視野角方法２１と逆方向となるが、角
度が小さいので、ほとんどコントラストは低下しない。また、第２の液晶パネル４４は正
面から僅かに３時方向に傾けた方向から見ることになり、優先視野角方法２２と逆方向と
なるが、第１の液晶パネルと同様なコントラストと色調となり、連続した表示でも見やす
くなる。
【００５５】
そして、携帯時は、２枚の液晶パネルの中央で折りたたむことで小型化をはかり、使用時
は広げることで大画面大容量表示が可能であり、かつ、完全に２枚の液晶パネルを開かず
、Ｖ字型に開いた時でも見やすい表示が可能な液晶表示装置を提供できる。
【００５６】
実施例２では、第１の液晶パネル４３の優先視野角方向２１は４時３０分方向に、第２の
液晶パネル４４の優先視野角方向２２は７時３０分方向に設定し、優先視野角方向と開閉
軸４０方向とのなす角度をそれぞれ４５゜になるように配置した。例えば、第１の液晶パ
ネルの優先視野角方向２１を１時３０分、第２の液晶パネルの優先視野角方向２２を１０
時３０分として配置しても、また、その間の角度に配置しても、同様な効果が得られる。
【００５７】
（実施例３：図３、図５、図９）
次に、本発明における実施例３の液晶表示装置の構成について説明する。実施例３の液晶
表示装置は、２枚の液晶パネルを上下に備え、優先視野角方向が１２時と６時であること
が実施例１と異なっている。
【００５８】
本発明の実施例３における液晶表示装置の構成を、図面を用いて説明する。図３は本発明
で採用した２枚の液晶パネルにおける構成を説明するための模式図で、図９は本発明の実
施例３における液晶表示装置の構成部材の配置関係を示す平面図である。各液晶パネルの
断面構造は実施例１で示した図５と同一であるので省略する。
【００５９】
実施例３の液晶表示装置は、第１の液晶パネル４５を上側に配置し、第２の液晶パネル４
６を下側に配置してある。そして、実施例１と同様に、第１の液晶パネルと第２の液晶パ
ネルとが接続されており、かつ接続部を水平な開閉軸４０として、第１と第２の液晶パネ
ルが、くの字型に開閉できるような機構を有している。フレキシブル基板３５は、１枚で
両方の液晶パネルに接続し、部品点数を減少してある。
【００６０】
実施例３では、実施例１と同じＳＴＮモードの液晶パネルを用いたので、構成の説明は省
略する。次に、配置関係について図９を用いて説明する。
【００６１】
第１の液晶パネル４５における各構成部材の配置関係を図９（ａ）に示す。水平軸Ｈを基
準にし、反時計回りを正の回転方向と定義する。第１の基板１は、水平軸Ｈに対して時計
回り１５０゜方向にラビング処理することで、下液晶分子配向方向６ａは－１５０゜とな
り、矢印方向にチルト角が発生し、第２の基板２は反時計回り１５０゜方向にラビング処
理することで上液晶分子配向方向６ｂは＋１５０゜となり、矢印方向にチルト角が発生す
る。
【００６２】
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粘度２０ｃｐのネマチック液晶には、カイラル材と呼ぶ旋回性物質を添加し、ねじれピッ
チＰを１１μｍに調整し、液晶パネルに注入することで、左回りで２４０゜ツイストのＳ
ＴＮモードの液晶素子１９を形成する。使用するネマチック液晶６の複屈折差Δｎは０．
１３１で、第１の基板１と第２の基板２の隙間であるセルギャップｄは６．２μｍとする
。したがって、ネマチック液晶６の複屈折の差Δｎとセルギャップｄとの積で、液晶素子
１９の複屈折量Δｎｄ値は０．８１μｍとなる。
【００６３】
上偏光板１１の吸収軸１１ａは、水平軸Ｈを基準にして、＋１８゜に配置し、下偏光板１
５の吸収軸１５ａは、水平軸Ｈを基準にして＋７０゜に配置することで、優先視野角方向
２１は１２時方向となる。
【００６４】
第２の液晶パネル４６における各構成部材の配置関係を図９（ｂ）に示す。第１の基板１
は、水平軸Ｈに対して、反時計回り３０゜にラビング処理することで、下液晶分子配向方
向６ａは＋３０゜となり、矢印方向にチルト角が発生し、第２の基板２は水平軸Ｈに対し
て時計回り３０゜方向にラビング処理することで、上液晶分子配向方向６ｂは－３０゜と
なり、矢印方向にチルト角が発生する。
【００６５】
偏光板と位相差板の配置は、第１の液晶パネル４５と全く同一であり、上偏光板１１の吸
収軸１１ａは、水平軸Ｈを基準にして＋１８゜に配置し、下偏光板１５の吸収軸１５ａは
、水平軸Ｈを基準にして＋７０゜に配置することで、優先視野角方向２２は６時方向とな
る。
【００６６】
よって、図３に示すように、第１の液晶パネル４５および第２の液晶パネル４６における
それぞれの優先視野角方向は、開閉軸４０側にある第１と第２の液晶パネルの一辺側から
、対向する一辺側へと向かう方向であり、ここではそれぞれの優先視野角方向２１、２２
と開閉軸４０方向とのなす角度は９０゜と設定した。また第１の液晶パネル４５の優先視
野角方向２１と第２の液晶パネル４６の優先視野角方向２２とは、開閉軸を対称軸として
対称な方向にある。
【００６７】
次に、実施例３の効果について説明する。２つの液晶パネルを完全に開かず、開閉軸４０
を奥側に配置し、くの字型に開いた場合、図３から分かるように、第１の液晶パネル４５
は１２時方向から見ることになり、つまり、第１の液晶パネル４５の優先視野角方向から
見ることになり、ほとんど色変化は発生せず、僅かにコントラストが減少する。
【００６８】
一方、第２の液晶パネル４６は６時方向から見ることになり、つまり、第２の液晶パネル
４６の優先視野角方向から見ることになり、やはり、ほとんど色変化は発生せず、僅かに
コントラストが減少する。そのために、２枚の液晶パネルの表示色やコントラストはほと
んど同一であり、連続した表示でも見やすくなる。
【００６９】
また、２枚の液晶パネルを完全に開いた場合でも、第１の液晶パネル４５は正面から僅か
に６時方向に傾けた方向から見ることになり、優先視野角方法２１と逆方向となるが、角
度が小さいので、ほとんどコントラストは低下しない。また、第２の液晶パネル４６は正
面から僅かに１２時方向に傾けた方向から見ることになり、優先視野角方法２２と逆方向
となるが、第１の液晶パネルと同様なコントラストと色調となり、連続した表示でも見や
すくなる。
【００７０】
そして、携帯時は、２枚の液晶パネルの中央で、上下に折りたたむことで小型化をはかり
、使用時は広げることで大画面大容量表示が可能であり、かつ、完全に２枚の液晶パネル
を開かず、くの字型に開いた時でも見やすい表示が可能な液晶表示装置を提供できる。
【００７１】
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これらの実施例が示すように、使用する液晶パネルの縦と横の長さが極端に異なる、つま
りとても細長い液晶パネルを使用する場合を除いて、開閉軸方向と優先視野角方向とのな
す角度は４５゜付近から９０゜とするのが好ましい。また開閉軸を中心に開閉するので、
９０゜に設定するのが特に好ましい。
【００７２】
（各実施例の変形例）
実施例１から実施例３では、駆動用ＩＣを液晶パネルの一辺側の端に直接接続するＣＯＧ
方式の接続方式を用いたが、駆動用ＩＣをフレキシブル基板に搭載し、フレキシブル基板
を液晶パネルの一辺側の端に接続するＴＡＢ方式や、ＣＯＦ方式で接続することも、もち
ろん可能である。
【００７３】
また、実施例１から実施例３では、第１または第２の液晶パネルの上部に信号電極駆動用
ＩＣを接続し、第１または第２の液晶パネルの右側に走査電極駆動用ＩＣを設けたが、ど
ちらか一方または両方の液晶パネルの上部に走査電極駆動用ＩＣを接続し、第１と第２の
液晶パネルの右側、あるいは左側のどちらか一方、あるいは両方に信号電極駆動用ＩＣを
接続することも可能である。また、実施例１と実施例２では、液晶パネルの上部に、駆動
用ＩＣを設けたが、液晶パネルの下部に設けることももちろん可能である。同様に、実施
例３では、液晶パネルの右側に、駆動用ＩＣを設けたが、液晶パネルの左側に設けること
ももちろん可能である。
【００７４】
また、実施例１から実施例３では、白黒液晶表示装置を用いたが、内部にカラーフィルタ
ーと反射板を形成した内在反射板型カラー液晶表示装置を用いることも可能であり、高密
度で大画面で、かつ、カラー表示が可能な携帯情報機器を実現することが可能となる。
【００７５】
また、実施例１と実施例３では、ＳＴＮ液晶用の光学補償素子として、位相差板を１枚用
いたが、複数の位相差板や、液晶ポリマーを用いてツイストさせた構造で固定化したねじ
れ位相差板や、あるいは位相差板とねじれ位相差板の両方を用いても、同様な液晶表示装
置を提供できる。
【００７６】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、第１の液晶パネルの優先視野角方向と第２の液晶パネル
の優先視野角方向を、開閉軸を対称軸として対称な方向に設けたので、２枚の液晶パネル
を完全に開かず、Ｖ時型やくの字型に開いた状態でも、２枚の液晶パネルの色調やコント
ラストが同じであり、連続した表示でも見やすい表示が得られ、携帯時は折りたたんで外
形を小さくでき、使用時は広げて大画面表示が可能な液晶表示装置を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶表示装置の構成を示す模式図である。
【図２】本発明の液晶表示装置の構成を示す模式図である。
【図３】本発明の液晶表示装置の構成を示す模式図である。
【図４】従来の液晶表示装置の構成を示す模式図である。
【図５】本発明の液晶表示装置の構成を示す断面図である。
【図６】本発明の液晶表示装置の構成を示す断面図である。
【図７】本発明の液晶表示装置の配置関係を示す平面図である。
【図８】本発明の液晶表示装置の配置関係を示す平面図である。
【図９】本発明の液晶表示装置の配置関係を示す平面図である。
【符号の説明】
１　第１の基板
２　第２の基板
３　走査電極
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４　信号電極
５　シール材
６　ネマチック液晶
１１　上偏光板
１３　位相差板
１５　下偏光板
１７　反射板
１９　液晶素子（ＳＴＮ）
２０　液晶素子（ＴＮ）
２１　第１の液晶パネルの優先視野角方向
２２　第２の液晶パネルの優先視野角方向
３２　接続部
３５、３９　フレキシブル基板
４０　開閉軸
４１、４３、４５　第１の液晶パネル
４２、４４、４６　第２の液晶パネル

【図１】

【図２】

【図３】
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